
災
害
に
強
い
街

 

　「
こ
れ
は
荒
川
区
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ

る
ね
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
荒
川
区
の
汐
入
地
区

を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
戦
後
、
狭

く
入
り
組
ん
だ
路
地
に
木
造
家
屋
が
密
集

し
た
街
で
し
た
。１
９
８
７（
昭
和
62
）年
、

国
土
交
通
省
と
東
京
都
が
再
開
発
事
業
に

着
手
し
、
ス
ー
パ
ー
堤
防
に
守
ら
れ
た
災

害
に
強
い
街
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
都
立
汐
入
公
園
は
、
荒
川
区
内
で
最
も

広
い
公
園
で
、
災
害
時
に
は
約
12
万
人
を

収
容
す
る
広
域
避
難
場
所
と
な
り
ま
す
。

　
高
層
の
集
合
住
宅
、美
し
い
緑
と
水
辺
、

こ
れ
か
ら
の
都
市
の
モ
デ
ル
と
言
え
る
街

並
み
で
す
。
二
三
男
く
ん
に
と
っ
て
荒
川

区
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
昔
な
が
ら
の
街
並
み

が
残
る
下
町
。
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
汐
入

地
区
に
は
目
を
丸
く
し
て
驚
い
て
い
ま
す
。

　「
荒
川
区
が
今
日
ま
で
ど
の
よ
う
に
発

展
し
て
き
た
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
街

を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、調
べ
て
み
よ
う
」

　
二
三
男
く
ん
は
さ
っ
そ
く
、
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年
３
月
に
開
設
し
、
図
書
館
、

吉
村
昭
記
念
文
学
館
、
子
ど
も
施
設
の
各

機
能
が
融
合
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活

用
で
き
る
施
設
「
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
」

に
向
か
い
ま
し
た
。

大
規
模
開
発
が
人
口
増
加

を
押
し
上
げ

　
二
三
男
く
ん
は「
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
」

で
、『
荒
川
区
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
荒

川
区
し
ご
と
・
ひ
と
・
ま
ち
創
生
総
合
戦

略
』
を
借
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
３
月
に

策
定
さ
れ
た
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
か
ら
読

み
始
め
ま
し
た
。

　
荒
川
区
の
総
人
口
の
推
移
を
見
る
と
、

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
を
底
に
人
口
減

少
か
ら
増
加
に
転
じ
、
毎
年
千
人
以
上
の

増
加
が
続
い
て
お
り
、
２
０
１
５
（
平
成

27
）
年
１
月
１
日
現
在
の
総
人
口
は

20
万
９
０
８
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
別
に
見
る
と
、
１
９
９
８
（
平
成

10
）
年
頃
か
ら
全
て
の
地
区
で
概
ね
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
南
千

住
の
汐
入
地
域
で
行
わ
れ
た
大
規
模
開
発

の
影
響
も
あ
り
、
南
千
住
地
区
で
大
幅
な

人
口
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
人
口
動
態
の
推
移
を
見
る
と
、
自
然
動

態
は
１
９
８
９
（
平
成
元
）
年
に
プ
ラ
ス

か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
、
一
方
の
社
会
動

態
は
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
マ
イ
ナ

ス
か
ら
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、近
年
の
荒
川
区
の
人
口
増
は
、

転
入
者
の
増
加
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
規
模
開
発
を
始
め
、
各
地

域
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
が
荒
川

区
へ
の
転
入
者
を
増
加
さ
せ
、
人
口
動
態

荒
川
区
民
総
幸
福
度
と
「
幸
せ
リ
ー
グ
」

「
幸
福
実
感
都
市
あ
ら
か
わ
」
の
実
現
を
目
指
し
て

あらゆる世代が活用できる複合施設 「ゆいの森あらかわ」
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全
体
を
増
加
に
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
荒
川
区
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
①
高
齢
化
の
進

行
②
出
生
率
の
低
さ
③
人
口
の
流
動
性
の

高
さ
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
今
後
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
、

「
出
生
率
の
向
上
」
と
「
定
住
化
の
促
進
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

荒
川
区
の
将
来
人
口
推
計

　
将
来
人
口
推
計
で
は
、
現
状
か
ら
出
生

率
や
人
口
の
定
住
率
に
特
段
の
変
化
が
な

く
、
現
状
の
ま
ま
で
時
間
が
経
過
し
た
場

合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン
１
」
に
加
え
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国
平
均
レ
ベ
ル
ま

で
向
上
し
、
転
入
が
パ
タ
ー
ン
１
よ
り
も

増
加
し
た
場
合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン

２
」、
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
東
京
都
が

掲
げ
る
「
希
望
出
生
率
」
の
数
値
ま
で
向

上
し
た
場
合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン

３
」、
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
国
が
掲
げ

る
「
希
望
出
生
率
」
の
数
値
ま
で
向
上
し

た
場
合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン
４
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
、
パ
タ
ー
ン
１
で
は
、
荒
川
区

の
人
口
は
何
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

２
０
２
５
～
２
０
３
０
年
頃
を
ピ
ー
ク
と

し
て
２
０
６
０
年
に
は
18
万
人
弱
ま
で
減

少
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
パ
タ
ー
ン
２
、
３
、
４
は
、

２
０
６
０
年
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
、

22
万
９
３
５
８
人
、
25
万
３
８
１
４
人
、

25
万
５
６
９
２
人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

荒
川
区
で
は
、
パ
タ
ー
ン
２
の
人
口
規
模

を
想
定
人
口
と
し
、
現
時
点
で
は
区
全
体

の
人
口
は
概
ね
パ
タ
ー
ン
２
の
通
り
推
移

し
て
い
ま
す
。

４
つ
の
基
本
目
標

　
二
三
男
く
ん
は
続
い
て
、２
０
１
６（
平

成
28
）
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
『
総
合
戦

略
』
を
読
み
ま
し
た
。

　『
総
合
戦
略
』
で
は
、
今
後
の
荒
川
区

が
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
に
目
指
す
べ
き
将
来
の
方

向
性
と
し
て
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
す「
出

生
率
の
向
上
」「
定
住
化
の
促
進
」
の
二

つ
に
加
え
て
、「
交
流
機
会
の
拡
大
」
を

示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
四
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
経
済
の
活
性
化
と
就
労
の
促
進

を
図
る
」
で
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
下
町
の

商
店
街
や
モ
ノ
づ
く
り
企
業
へ
の
支
援
な

ど
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用

創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
就
労
を
希
望
す

る
区
民
が
最
適
な
職
を
得
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
訪

れ
た
人
が
「
ま
た
行
き
た
い
ま
ち
」
と
感

じ
る
よ
う
な
荒
川
区
の
更
な
る
イ
メ
ー
ジ

向
上
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　「
若
い
世
代
の
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
」
で
は
、
若
年
世
代
が
子
ど

も
を
産
み
育
て
や
す
く
、
出
産
・
子
育
て

に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
、
雇
用
確

保
、子
育
て
に
関
す
る
切
れ
目
な
い
支
援
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、

教
育
の
充
実
等
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
安
全
・
安

心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
」で
は
、

荒
川
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
転
入
し
て

き
た
人
も
、地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

安
全
・
安
心
を
実
感
し
、
今
後
も
住
み
続

け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

　「
全
国
の
自
治
体
と
プ
ラ
ス
サ
ム
の
関

係
を
構
築
す
る
」
で
は
、
全
国
の
自
治
体

が
密
接
に
連
携
・
協
力
し
合
い
、
互
い
の

良
い
部
分
を
活
か
し
て
共
に
発
展
し
て
い

く
「
プ
ラ
ス
サ
ム
」
の
関
係
を
構
築
し
、

荒
川
区
と
全
国
各
地
域
が
共
に
栄
え
る
将

来
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
二
三
男
く
ん
は
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

全
国
に
先
駆
け
た
荒
川
区

民
総
幸
福
度
指
標

　
荒
川
区
で
は
、「
区
政
は
区
民
を
幸
せ

に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
ド
メ

イ
ン
（
事
業
領
域
）
の
下
、「
幸
福
実
感

都
市
あ
ら
か
わ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

荒川区の将来人口推計 （総人口 ： 2060 年まで）

全
て
の
区
民
の
幸
福
実
感
を
よ
り
一
層
高

め
る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
荒
川
区
民

総
幸
福
度
（
Ｇ
Ａ
Ｈ
）
に
関
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
区
民
の
幸
福
度
を
測
る
指
標
の
測
定
、

分
析
を
通
じ
て
、
区
民
の
幸
福
実
感
上
の

課
題
や
地
域
に
お
い
て
起
き
て
い
る
課
題

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
行
動
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し
、
幸
福
度
向
上

の
た
め
の
最
適
な
政
策
・
施
策
・
事
務
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 
 

荒
川
区
民
総
幸
福
度
（
Ｇ
Ａ
Ｈ
）
指
標

は
、
46
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
指

標
は
荒
川
区
基
本
構
想
で
掲
げ
る「
健
康
・

福
祉
」「
子
育
て
・
教
育
」「
産
業
」「
環
境
」

「
文
化
」「
安
全
・
安
心
」
の
六
つ
の
都
市

像
に
対
応
し
た
分
野
ご
と
に
一
つ
の
上
位

指
標
と
６
～
８
個
の
下
位
指
標
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
指
標
と
し
て
「
幸
福

実
感
」
が
あ
り
ま
す
。

　
区
で
は
、
区
民
の
幸
福
度
を
把
握
す
る

た
め
に
毎
年
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
実

感
を
「
全
く
感
じ
な
い
」
か
ら
「
大
い
に

感
じ
る
」
ま
で
の
５
段
階
で
選
択
し
て
も

ら
い
、
46
の
項
目
ご
と
に
区
民
全
体
の
実

感
度
を
１
～
５
で
数
値
化
し
て
い
ま
す
。

　
区
で
は
、
こ
う
し
た
Ｇ
Ａ
Ｈ
指
標
を
荒

川
区
基
本
計
画
に
指
標
と
し
て
反
映
し
、

分
析
す
る
こ
と
で
、
今
よ
り
幸
福
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
何
が
必
要
か
、

区
民
と
と
も
に
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考

え
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
取
り
組
み

　
荒
川
区
で
は
、
誰
も
が
健
康
で
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
「
生
涯
健
康
都
市
あ
ら
か

わ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
に
「
生
涯
健
康
都
市
」
の
宣
言

を
行
い
、
区
民
の
健
康
増
進
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
今
回
の
幸
福
度
調
査
で
は
「
健
康
・

福
祉
」
の
指
標
の
実
感
度
が
最
も
「
幸
福

実
感
」
と
の
相
関
が
高
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、「
あ
ら
か
わ

満
点
メ
ニ
ュ
ー
」
は
当
初
、
外
食
の
多
い

働
き
盛
り
世
代
の
健
康
を
食
生
活
の
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
区
内

飲
食
店
と
女
子
栄
養
大
学
短
期
大
学
部
と

区
が
連
携
し
て
、「
安
く
て
・
お
い
し
く
て
・

ヘ
ル
シ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
始
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
主
食
の
小
盛
り
対
応
や

塩
分
少
な
め
の
メ
ニ
ュ
ー
追
加
、
家
庭
料

理
に
も
応
用
で
き
る
〝
あ
ら
か
わ
満
点
メ

ニ
ュ
ー
レ
シ
ピ
集
〟
の
作
成
等
、
女
性
や

高
齢
者
に
も
事
業
の
対
象
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
荒
川
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
は
、

区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
健
康
づ
く
り
体
操
群
」

の
一
つ
で
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
を
目
的

と
し
て
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
度
に

区
民
と
首
都
大
学
東
京
と
区
の
連
携
事
業

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
下
肢

の
体
幹
の
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
セ
ラ
バ

ン
ド
を
活
用
す
る
「
せ
ら
ば
ん
体
操
」、

車
椅
子
の
利
用
者
等
の
た
め
の
「
ば
ん
ざ

い
体
操
」
の
開
発
、
全
世
代
向
け
の
〝
あ

ら
み
ん
体
操
〟（「
５
分
で
出
来
る
荒
川
ど

こ
で
も
み
ん
な
で
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
の
愛

称
名
）
も
加
わ
り
、
絶
え
ず
進
化
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
働
き
盛
り
世
代
の
メ
タ
ボ
対
策
を
応
援

す
る
「
あ
ら
か
わ
Ｎ
Ｏ
（
ノ
ー
）
！
メ
タ

ボ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
事
業
で
は
、「
体

重
を
◯
キ
ロ
グ
ラ
ム
減
ら
し
た
い
」「
若

い
頃
の
ス
カ
ー
ト
が
履
き
た
い
」
等
の
目

標
を
立
て
、栄
養
や
運
動
の
学
習
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
交
換
や
体
験
談
の
共
有
等
を
重
ね

な
が
ら
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
自
分
に

合
っ
た
健
康
づ
く
り
方
法
を
見
つ
け
て
い

き
ま
す
。

ヘ
ル
シ
ー
な
食
生
活
に
つ
な
げ
る

「あ
ら
か
わ

満
点
メ
ニ
ュ
ー
」

区独自の健康づくり体操 「ころばん体操」 で介護予防
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全
体
を
増
加
に
押
し
上
げ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
荒
川
区
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
①
高
齢
化
の
進

行
②
出
生
率
の
低
さ
③
人
口
の
流
動
性
の

高
さ
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

で
、
今
後
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
し
て
、

「
出
生
率
の
向
上
」
と
「
定
住
化
の
促
進
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

荒
川
区
の
将
来
人
口
推
計

　
将
来
人
口
推
計
で
は
、
現
状
か
ら
出
生

率
や
人
口
の
定
住
率
に
特
段
の
変
化
が
な

く
、
現
状
の
ま
ま
で
時
間
が
経
過
し
た
場

合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン
１
」
に
加
え
、

合
計
特
殊
出
生
率
が
全
国
平
均
レ
ベ
ル
ま

で
向
上
し
、
転
入
が
パ
タ
ー
ン
１
よ
り
も

増
加
し
た
場
合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン

２
」、
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
東
京
都
が

掲
げ
る
「
希
望
出
生
率
」
の
数
値
ま
で
向

上
し
た
場
合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン

３
」、
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
国
が
掲
げ

る
「
希
望
出
生
率
」
の
数
値
ま
で
向
上
し

た
場
合
を
想
定
し
た
「
パ
タ
ー
ン
４
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　
す
る
と
、
パ
タ
ー
ン
１
で
は
、
荒
川
区

の
人
口
は
何
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

２
０
２
５
～
２
０
３
０
年
頃
を
ピ
ー
ク
と

し
て
２
０
６
０
年
に
は
18
万
人
弱
ま
で
減

少
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
パ
タ
ー
ン
２
、
３
、
４
は
、

２
０
６
０
年
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
、

22
万
９
３
５
８
人
、
25
万
３
８
１
４
人
、

25
万
５
６
９
２
人
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

荒
川
区
で
は
、
パ
タ
ー
ン
２
の
人
口
規
模

を
想
定
人
口
と
し
、
現
時
点
で
は
区
全
体

の
人
口
は
概
ね
パ
タ
ー
ン
２
の
通
り
推
移

し
て
い
ま
す
。

４
つ
の
基
本
目
標

　
二
三
男
く
ん
は
続
い
て
、２
０
１
６（
平

成
28
）
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
『
総
合
戦

略
』
を
読
み
ま
し
た
。

　『
総
合
戦
略
』
で
は
、
今
後
の
荒
川
区

が
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
に
目
指
す
べ
き
将
来
の
方

向
性
と
し
て
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
す「
出

生
率
の
向
上
」「
定
住
化
の
促
進
」
の
二

つ
に
加
え
て
、「
交
流
機
会
の
拡
大
」
を

示
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
四
つ
の
基

本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
経
済
の
活
性
化
と
就
労
の
促
進

を
図
る
」
で
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
下
町
の

商
店
街
や
モ
ノ
づ
く
り
企
業
へ
の
支
援
な

ど
を
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用

創
出
を
図
る
と
と
も
に
、
就
労
を
希
望
す

る
区
民
が
最
適
な
職
を
得
ら
れ
る
よ
う
支

援
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
訪

れ
た
人
が
「
ま
た
行
き
た
い
ま
ち
」
と
感

じ
る
よ
う
な
荒
川
区
の
更
な
る
イ
メ
ー
ジ

向
上
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　「
若
い
世
代
の
出
産
・
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
」
で
は
、
若
年
世
代
が
子
ど

も
を
産
み
育
て
や
す
く
、
出
産
・
子
育
て

に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向

け
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
、
雇
用
確

保
、子
育
て
に
関
す
る
切
れ
目
な
い
支
援
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
、

教
育
の
充
実
等
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

　「
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
安
全
・
安

心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る
」で
は
、

荒
川
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
転
入
し
て

き
た
人
も
、地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

安
全
・
安
心
を
実
感
し
、
今
後
も
住
み
続

け
た
い
と
思
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

　「
全
国
の
自
治
体
と
プ
ラ
ス
サ
ム
の
関

係
を
構
築
す
る
」
で
は
、
全
国
の
自
治
体

が
密
接
に
連
携
・
協
力
し
合
い
、
互
い
の

良
い
部
分
を
活
か
し
て
共
に
発
展
し
て
い

く
「
プ
ラ
ス
サ
ム
」
の
関
係
を
構
築
し
、

荒
川
区
と
全
国
各
地
域
が
共
に
栄
え
る
将

来
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
二
三
男
く
ん
は
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

全
国
に
先
駆
け
た
荒
川
区

民
総
幸
福
度
指
標

　
荒
川
区
で
は
、「
区
政
は
区
民
を
幸
せ

に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
ド
メ

イ
ン
（
事
業
領
域
）
の
下
、「
幸
福
実
感

都
市
あ
ら
か
わ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

荒川区の将来人口推計 （総人口 ： 2060 年まで）

全
て
の
区
民
の
幸
福
実
感
を
よ
り
一
層
高

め
る
た
め
、
全
国
に
先
駆
け
て
荒
川
区
民

総
幸
福
度
（
Ｇ
Ａ
Ｈ
）
に
関
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
区
民
の
幸
福
度
を
測
る
指
標
の
測
定
、

分
析
を
通
じ
て
、
区
民
の
幸
福
実
感
上
の

課
題
や
地
域
に
お
い
て
起
き
て
い
る
課
題

を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
行
動
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
化
し
、
幸
福
度
向
上

の
た
め
の
最
適
な
政
策
・
施
策
・
事
務
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 
 

荒
川
区
民
総
幸
福
度
（
Ｇ
Ａ
Ｈ
）
指
標

は
、
46
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
指

標
は
荒
川
区
基
本
構
想
で
掲
げ
る「
健
康
・

福
祉
」「
子
育
て
・
教
育
」「
産
業
」「
環
境
」

「
文
化
」「
安
全
・
安
心
」
の
六
つ
の
都
市

像
に
対
応
し
た
分
野
ご
と
に
一
つ
の
上
位

指
標
と
６
～
８
個
の
下
位
指
標
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
指
標
と
し
て
「
幸
福

実
感
」
が
あ
り
ま
す
。

　
区
で
は
、
区
民
の
幸
福
度
を
把
握
す
る

た
め
に
毎
年
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
実

感
を
「
全
く
感
じ
な
い
」
か
ら
「
大
い
に

感
じ
る
」
ま
で
の
５
段
階
で
選
択
し
て
も

ら
い
、
46
の
項
目
ご
と
に
区
民
全
体
の
実

感
度
を
１
～
５
で
数
値
化
し
て
い
ま
す
。

　
区
で
は
、
こ
う
し
た
Ｇ
Ａ
Ｈ
指
標
を
荒

川
区
基
本
計
画
に
指
標
と
し
て
反
映
し
、

分
析
す
る
こ
と
で
、
今
よ
り
幸
福
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
何
が
必
要
か
、

区
民
と
と
も
に
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考

え
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
取
り
組
み

　
荒
川
区
で
は
、
誰
も
が
健
康
で
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
「
生
涯
健
康
都
市
あ
ら
か

わ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
に
「
生
涯
健
康
都
市
」
の
宣
言

を
行
い
、
区
民
の
健
康
増
進
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
今
回
の
幸
福
度
調
査
で
は
「
健
康
・

福
祉
」
の
指
標
の
実
感
度
が
最
も
「
幸
福

実
感
」
と
の
相
関
が
高
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、「
あ
ら
か
わ

満
点
メ
ニ
ュ
ー
」
は
当
初
、
外
食
の
多
い

働
き
盛
り
世
代
の
健
康
を
食
生
活
の
面
か

ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
区
内

飲
食
店
と
女
子
栄
養
大
学
短
期
大
学
部
と

区
が
連
携
し
て
、「
安
く
て
・
お
い
し
く
て
・

ヘ
ル
シ
ー
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
始
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
主
食
の
小
盛
り
対
応
や

塩
分
少
な
め
の
メ
ニ
ュ
ー
追
加
、
家
庭
料

理
に
も
応
用
で
き
る
〝
あ
ら
か
わ
満
点
メ

ニ
ュ
ー
レ
シ
ピ
集
〟
の
作
成
等
、
女
性
や

高
齢
者
に
も
事
業
の
対
象
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
荒
川
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
は
、

区
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
健
康
づ
く
り
体
操
群
」

の
一
つ
で
、
高
齢
者
の
転
倒
予
防
を
目
的

と
し
て
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
度
に

区
民
と
首
都
大
学
東
京
と
区
の
連
携
事
業

と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
下
肢

の
体
幹
の
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
セ
ラ
バ

ン
ド
を
活
用
す
る
「
せ
ら
ば
ん
体
操
」、

車
椅
子
の
利
用
者
等
の
た
め
の
「
ば
ん
ざ

い
体
操
」
の
開
発
、
全
世
代
向
け
の
〝
あ

ら
み
ん
体
操
〟（「
５
分
で
出
来
る
荒
川
ど

こ
で
も
み
ん
な
で
こ
ろ
ば
ん
体
操
」
の
愛

称
名
）
も
加
わ
り
、
絶
え
ず
進
化
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
働
き
盛
り
世
代
の
メ
タ
ボ
対
策
を
応
援

す
る
「
あ
ら
か
わ
Ｎ
Ｏ
（
ノ
ー
）
！
メ
タ

ボ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
事
業
で
は
、「
体

重
を
◯
キ
ロ
グ
ラ
ム
減
ら
し
た
い
」「
若

い
頃
の
ス
カ
ー
ト
が
履
き
た
い
」
等
の
目

標
を
立
て
、栄
養
や
運
動
の
学
習
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
交
換
や
体
験
談
の
共
有
等
を
重
ね

な
が
ら
、
互
い
に
助
け
合
っ
て
、
自
分
に

合
っ
た
健
康
づ
く
り
方
法
を
見
つ
け
て
い

き
ま
す
。

ヘ
ル
シ
ー
な
食
生
活
に
つ
な
げ
る

「あ
ら
か
わ

満
点
メ
ニ
ュ
ー
」
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「
安
全
・
安
心
」
の
さ
ら
な
る

向
上
を
目
指
し
て

　
一
方
、「
安
全
・
安
心
」
の
各
指
標
の

平
均
実
感
度
は
、
他
の
分
野
と
比
べ
て
全

体
的
に
低
い
傾
向
に
あ
り
、
区
民
が
防
災

に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
な
か
で
も
、
若
い
世
代
の
「
安

全
・
安
心
」
の
指
標
の
実
感
度
が
低
い
傾

向
に
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
若
い
世
代
に

も
防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
機
会
を

つ
く
る
た
め
、「
あ
ら
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
と

い
う
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
防
災
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
荒
川
区
で
は
２
０
１
５
（
平
成

27
）年
か
ら
区
内
の
全
区
立
中
学
校
に「
防

災
部
」
を
設
立
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
あ

ら
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
で
行
わ
れ
る
防
災
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
区
内
の
防
災
部
の
中

学
生
が
ス
タ
ッ
フ
役
と
な
り
、
磨
き
上
げ

た
防
災
の
技
を
来
場
者
に
披
露
す
る
な

ど
、
区
民
へ
「
安
全
・
安
心
」
に
関
す
る

意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
荒
川
区
は
自
治
会
・
町
内
会

な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
動
が

盛
ん
で
あ
り
、
こ
れ
を
最
大
限
に
生
か
す

こ
と
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
災
害

に
強
い
「
安
全
・
安
心
」
な
街
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

幸
せ
リ
ー
グ
で
学
び
合
う

　
こ
う
し
た
区
民
の
幸
福
度
を
高
め
る
取

り
組
み
は
、
荒
川
区
と
い
う
一
自
治
体
で

完
結
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

荒
川
区
は
、
志
を
同
じ
く
す
る
他
の
基
礎

自
治
体
と
相
互
に
学
び
合
い
、
高
め
合
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
幸
せ
リ
ー
グ
」

と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　「
幸
せ
リ
ー
グ
」
の
正
式
名
称
は
、「
住

民
の
幸
福
実
感
向
上
を
目
指
す
基
礎
自
治

体
連
合
」
で
す
。
こ
れ
は
、
住
民
の
幸
福

を
政
策
の
基
本
に
据
え
た
取
り
組
み
を
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
検
討
し
て
い
る
基
礎

自
治
体
間
の
緩
や
か
な
連
合
体
で
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
年
に
一
度
、
各
自

治
体
の
首
長
が
集
う「
幸
せ
リ
ー
グ
総
会
」

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
自
治
体
の
実

務
担
当
者
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
、
政
策

に
関
す
る
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
実
務
者
会
議
は
「
幸
福
度
調
査
等
の
政

策
反
映
」
や
「
人
口
・
少
子
高
齢
化
・
雇

用
問
題
」
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
6
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
検
討
を
行
い
、
２

年
に
一
度
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
実

務
者
会
議
で
は
、
参
加
自
治
体
の
職
員
同

士
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す

　
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
４
月
１
日
現

在
、
幸
せ
リ
ー
グ
に
は
北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
、
全
国
96
の
市
区
町
村
が
加
入
し
て

い
て
、
荒
川
区
と
は
全
く
環
境
が
異
な
る

自
治
体
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
実
務
者
会

議
の
各
グ
ル
ー
プ
に
は
区
の
職
員
も
入

り
、
参
加
自
治
体
の
職
員
同
士
が
情
報
や

ア
イ
デ
ア
の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
立

場
の
異
な
る
自
治
体
同
士
が
切
磋
琢
磨
し

て
、
お
互
い
を
高
め
合
い
、
人
材
育
成
の

面
で
も
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
自
治
体
経
営
に
住
民

の
幸
せ
と
い
う
目
標
を
置
い
て
努
力
し
て

い
る
こ
と
が
驚
き
だ
け
れ
ど
、
同
じ
志
を

持
っ
た
基
礎
自
治
体
が
『
幸
せ
リ
ー
グ
』

に
集
ま
っ
て
、
ど
う
し
た
ら
住
民
を
幸
せ

に
で
き
る
の
か
を
研
究
し
、
自
分
の
自
治

体
だ
け
で
な
く
お
互
い
に
ア
イ
デ
ア
を
共

有
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
素
晴
ら

し
い
。
そ
れ
こ
そ
が
東
京
も
含
め
た
各
地

域
が
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
の
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
だ
し
、
真
の
地
方
創
生
と
言
え
る
」

と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　
一
通
り
勉
強
を
終
え
た
二
三
男
く
ん

は
、「
僕
も
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
満
点

メ
ニ
ュ
ー
で
腹
ご
し
ら
え
し
よ
う
」
と
ラ

ン
チ
を
食
べ
に
街
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

取材協力／荒川区

防
災
部
の
中
学
生
た
ち
が
ス
タ
ッ
フ
役
と
な
る

防
災
イ
ベ
ン
ト

「
あ
ら
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」

年
に
一
度
、
全
国
の
基
礎
自
治
体
の
首
長
が
集

ま
る

「
幸
せ
リ
ー
グ
」
総
会
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